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InterSystems IRIS デモ ： ADO.NET を使用した

接続

ここでは、InterSystems ADO.NET Managed Provider を介して InterSystems IRIS® データ・プラットフォームに接続する

方法を説明します。この後のデモの完了後には、InterSystems.Data.IRISClient.dll アセンブリを使用するために Visual

Studio プロジェクトの構成が完了し、InterSystems IRIS への ADO.NET 接続が確立し、.NET アプリケーションから複数

の SQL 文を実行し、InterSystems IRIS システム管理ポータルでこれらの文の効果が確認された状態になります。

詳細にとらわれずに ADO.NET Managed Provider の基本機能を体験していただくため、以下の操作例はシンプルなも

のにしてあります。これらのアクティビティは、既定の設定と機能のみを使用する設計になっているので、ユーザはトピッ

ク外または過度に複雑な詳細を扱うことなく、機能の基本部分を十分に理解することができます。ADO.NET をプロダク

ション・システムで使用する際には、異なる処理が必要になることがあります。したがって、ここに示すADO.NETの操作

例と本番での操作を混同しないようにしてください。このドキュメントの最後に示すソースでは、ADO.NETをプロダクショ

ン環境で使用するために必要な良策が提供されています。

ADO.NET と InterSystems IRIS に関するその他のドキュメントおよび学習リソースは、"次のステップ" を参照してくださ

い。

1 ADO.NET はなぜ重要か

ADO.NET は Microsoft .NET Framework によるデータ・アクセス・テクノロジであり、データ・ソースへのアクセスを可能

にします。データベース接続を確立するために使用され、多くのタイプのデータ・ソースに接続し、そのデータ・ソースに

SQL による操作を実行するための標準となる、信頼性の高い方法を、.NET Framework プログラマに提供します。特に

ADO.NET を以前に使用したことのあるユーザであれば、ADO.NET Managed Provider を介した InterSystems IRIS へ

の接続は簡単です。.NET アプリケーションから InterSystems IRIS への ADO.NET 接続を確立することで、ユーザの

.NET アプリケーションから SQL コマンドを InterSystems IRIS データベースに対して実行できるようになります。

InterSystems IRIS は初めてでも、.NET と SQL に精通しているユーザであれば、既にお持ちの専門知識を直に使用し

て、データベース・プラットフォームをよく理解することができます。開発環境では、ほんの数行のコードを使用するだけ

で、ADO.NET 接続と SQL コマンドをテストできます。

2 ADO.NET と InterSystems IRIS

InterSystems IRIS は ADO.NET 仕様に完全準拠する実装です。InterSystems ADO.NET Managed Provider は、デー

タへの簡単なリレーショナル・アクセスを提供します。アプリケーションからの ADO.NET メソッド呼び出しを処理し、

InterSystems IRIS に SQL 要求を送信します。さらに、呼び出し元のアプリケーション (この場合は .NET アプリケーショ

ン) に結果を返します。

ADO.NET を介した InterSystems IRIS への接続は単純なプロセスです。

InterSystems IRIS ADO.NET 機能を使用するには、まず InterSystems.Data.IRISClient.dll アセンブリを Visual Studio

プロジェクトに依存関係として追加する必要があります。いくつかの設定の確認後、サンプル・コードを使用してInterSystems

IRIS への ADO.NET 接続を確立し、SQL クエリを実行します。InterSystems.Data.IRISClient.dll アセンブリは、全面的

に .NET マネージド・コードを使用して実装されるため、.NET 環境での配置が容易です。スレッドセーフであるため、マ

ルチスレッドの .NET アプリケーションで使用できます。
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3 ADO.NET の体験

ADO.NET と InterSystems IRIS の操作方法を示す簡単なデモが開発されています。

3.1 開始の前に

この手順を使用するには、.NET フレームワークおよび Visual Studio がインストールされた、操作するための Windows

システム、および接続先として、稼働している InterSystems IRIS インスタンスが必要です。InterSystems IRIS の選択肢

としては、いくつかのタイプのラインセンス付与されたインスタンスおよび無料の評価版インスタンスがあります。操作して

いるシステムでインスタンスをホストする必要はありません (ただし、相互のネットワーク・アクセスが必要です)。操作を実

行するインスタンスをまだ用意できていない場合にインスタンスのタイプ別の導入方法の詳細を確認するには、"InterSystems

IRIS の基礎 ： IDE の接続" の "InterSystems IRIS の導入" を参照してください。同じドキュメントの "InterSystems IRIS

接続情報" および ".NET IDE" の情報を使用して、Visual Studio を InterSystems IRIS インスタンスに接続します。

3.2 Visual Studio プロジェクトの構成

Visual Studio のメイン・メニューで、[ファイル] → [新規作成] → [プロジェクト] の順に選択することで、新規プロジェクト

を作成します。表示されるダイアログで、[Visual C#]オプションをクリックして [コンソール・アプリ (.NET Framework)]を選

択します。[名前] フィールドに、ADONET と入力します。[OK] をクリックします。これにより、.NET Framework を使用して

新しいコンソール・アプリケーションが作成されます。

次に、Visual Studio のメイン・メニューで、[プロジェクト]→ [ADONET プロパティ] を選択します。[ターゲット・フレーム

ワーク] で [.NET Framework 4.6.2] を選択します。

注釈 このデモでは、.NET Framework 4.6.2 が使用されますが、サポートされているバージョンの .NET または .NET

Framework がシステムにインストールされている場合は、それを使用できます。現在サポートされているバー

ジョンとファイルの場所は、"インターシステムズのサポート対象プラットフォーム" の "サポート対象 .NET

Framework" を参照してください。

3.2.1 アセンブリ参照の追加

InterSystems.Data.IRISClient.dllアセンブリをローカル・システムにインストールしておく必要があります。このアセンブリ

は、"InterSystems IRIS Driver Packages" ページからダウンロードできます。InterSystems IRIS がローカル・システムまた

はアクセスできる別のシステムにインストールされている場合、このアセンブリは、サブディレクトリ

install-dir\dev\dotnet\bin\v4.6.2 (install-dir は、インスタンスのインストール・ディレクトリ) に既にインストールされてい

ます。

プロジェクトに InterSystems.Data.IRISClient.dllへのアセンブリ参照を追加するには、以下の手順に従います。

1. Visual Studio のメイン・メニューで、[プロジェクト]→ [参照の追加] を選択します。

2. 表示されるウィンドウで [参照...] をクリックします。

3. InterSystems.Data.IRISClient.dll ファイルの場所を参照します。

4. このファイルを選択し、[追加] をクリックします。

5. [OK] をクリックします。

Visual Studio のソリューション・エクスプローラでは、[参照] の下に InterSystems.Data.IRISClient.dll アセンブリが表示

されます。
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https://intersystems-community.github.io/iris-driver-distribution/


3.3 ADO.NET を介した接続

この時点で、.NET アプリケーションから InterSystems IRIS に接続する準備ができました。InterSystems ADO.NET

Managed Provider の接続文字列は、接続のプロパティを定義するキーと値のペアで構成されます。接続文字列の構文

は、以下のとおりです。

Server=host_IP; Port=superserverPort; Namespace=namespace; Password=password; User ID=username;

これらの変数は、InterSystems IRIS インスタンスのホストの IP アドレス、インスタンスのスーパーサーバのポート、インス

タンス上のネームスペース、およびインスタンスの資格情報を表します。これは、"開始の前に"で説明したように、Visual

Studio をインスタンスに接続する際に使用した情報と同じです。

Visual Studio に貼り付けた後、以下のコードの情報を更新します。namespace は、ここに示しているように事前定義の

ネームスペース USER に設定することも、インストールしたインスタンスで作成した別のネームスペースに設定することも

できます。

using System;
using InterSystems.Data.IRISClient;

namespace ADONET
{
    class Program
    {
        static void Main(string[] args)
        {

            String host = "<host>";
            String port = "<port>";
            String username = "<username>";
            String password = "<password>";
            String Namespace = "USER";

            IRISConnection IRISConnect = new IRISConnection();
            IRISConnect.ConnectionString = "Server = " + host 
                + "; Port = " + port + "; Namespace = " + Namespace 
                + "; Password = " + password + "; User ID = " + username;

            IRISConnect.Open();

            String sqlStatement1 = "CREATE TABLE People(ID int, FirstName varchar(255), LastName 
varchar(255))";
            String sqlStatement2 = "INSERT INTO People VALUES (1, 'John', 'Smith')";
            String sqlStatement3 = "INSERT INTO People VALUES (2, 'Jane', 'Doe')";
            String queryString = "SELECT * FROM People";

            IRISCommand cmd1 = new IRISCommand(sqlStatement1, IRISConnect);
            IRISCommand cmd2 = new IRISCommand(sqlStatement2, IRISConnect);
            IRISCommand cmd3 = new IRISCommand(sqlStatement3, IRISConnect);
            IRISCommand cmd4 = new IRISCommand(queryString, IRISConnect);

            //ExecuteNonQuery() is used for CREATE, INSERT, UPDATE, and DELETE SQL Statements
            cmd1.ExecuteNonQuery();
            cmd2.ExecuteNonQuery();
            cmd3.ExecuteNonQuery();

            //ExecuteReader() is used for SELECT
            IRISDataReader Reader = cmd4.ExecuteReader();

            Console.WriteLine("Printing out contents of SELECT query: ");
            while (Reader.Read())
            {

              Console.WriteLine(Reader.GetValue(0).ToString() + ", " + Reader.GetValue(1).ToString() 
+ ", " \
                   + Reader.GetValue(2).ToString());

            }

            Reader.Close();
            cmd1.Dispose();
            cmd2.Dispose();
            cmd3.Dispose();
            cmd4.Dispose();
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            IRISConnect.Close();

            Console.WriteLine("Press any key to continue...");
            Console.ReadKey();

        }
    }
}

[開始] ボタンをクリックするか、F5 キーを押すことで、コードを実行します。

接続とクエリが正常に完了すると、コンソール・ウィンドウに SELECT クエリの結果が表示されます。

3.4 管理ポータルでの変更の確認

次に、以下の手順を使用して、管理ポータルで結果を確認します。

1. "InterSystems IRIS の基礎 ： IDE の接続" で説明しているインスタンス用の URL を使用して、ブラウザ内でインス

タンスの管理ポータルを開きます。

2. コードで指定したネームスペース内にいない場合は、そのネームスペースに切り替えます (ページ上部の [ネーム

スペース:] インジケータに表示される [%SYS] または任意のネームスペースをクリックします)。

3. [SQL]ページ ([システム・エクスプローラ]→ [SQL]) に移動し、[クエリ実行] タブをクリックして、以下の SQL クエリ

を貼り付けます。

SELECT 
ID, FirstName, LastName
FROM SQLUser.People

[実行] をクリックします。サンプル・コードで作成した People テーブルの内容がページに表示されます。

4 次のステップ

ADO.NET、SQL、および InterSystems IRIS の詳細は、以下を参照してください。

• InterSystems Managed Provider for .NET の使用法

• InterSystems SQL の使用法

• ADO.NET の概要

InterSystems IRIS への .NET アプリケーションの接続に使用可能なテクノロジすべての詳細は、"Connecting .NET

Applications to InterSystems Products" を参照してください。この学習パスからビデオ、コース、演習、ドキュメントにアク

セスできます。
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https://docs.microsoft.com/ja-jp/dotnet/framework/data/adonet/ado-net-overview
https://learning.intersystems.com/course/view.php?name=.NET%20Experience
https://learning.intersystems.com/course/view.php?name=.NET%20Experience
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